
 

彗
星
大
衝
突 

 

巨
大
な
首
長
恐
竜
ブ
ラ
キ
オ
サ
ウ
ル
ス
の
群
れ

が
広
い
草
原
で
群
れ
、
一
転
し
て
凶
暴
な
肉
食
恐
竜

の
テ
ィ
ラ
ノ
サ
ウ
ル
ス
が
車
を
襲
い
、
賢
く
敏
捷
な

ヴ
ェ
ロ
キ
ラ
プ
ト
ル
が
人
間
を
追
い
駆
け
る
。
ス
ピ

ル
バ-

グ
監
督
の
映
画

『
ジ
ュ
ラ
シ
ッ
ク

・
パ-

ク
』

の
ス
ク
リ

－
ン
狭
し
と
写
る
恐
竜
逹
は
、
一
億
数
千

万
年
と
い
う
悠
久
な
時
間
、
栄
華
を
誇

っ
て
い
た
。 

 
 

そ
の
恐
竜
逹
は
六
千
五
百
万
年
前
に
漆
黒
の
宇

宙
か
ら
飛
来
し
た

一
つ
の
巨
大
隕
石
に
よ

っ
て
突

如
と
し
て
姿
を
消
し
た
。 

直
径
お
よ
そ
十
㌔
、
伊
豆
大
島
ほ
ど
の
巨
大
隕
石

が
新
幹
線
の
四
百
倍
の
速
さ
で
地
球
に
衝
突
、
火
の

玉
の
温
度
は
百
万
度
。
想
像
を
絶
す
る
衝
撃
と
大
爆

発
が
生
命
を
引
き
裂
い
た
。
爆
発
に
よ
る
塵
や
大
火

災
に
よ
る
ス
ス
に
よ
っ
て
地
球
は
、
数
年
に
わ
た
っ

て
昼
で
も
満
月
程
度
の
闇
の
世
界
と
な

っ
た
。
い
わ

ゆ
る
“
核
の
冬
”
と
呼
ば
れ
て
い
る
も
の
で
、
頂
点

を
極
め
て
い
た
恐
竜
逹
は
死
に
絶
え
た
」。 

こ
れ
が
巨
大
隕
石
衝
突
説
の
シ
ナ
リ
オ
で
、
衝
突

地
点
は
メ
キ
シ
コ
の
ユ
カ
タ
ン
半
島
が
有
力
視
さ

れ
て
い
る
。衝
突
に
よ
っ
て
で
き
た
ク
レ-

タ-

の
直

径
百
七
十
㌔
、
そ
の
縁
の
環
に
は
マ
ヤ
文
明
を
育
ん

だ
“
セ
ノ-

テ
の
環
”
と
い
う
自
然
の
井
戸
が
円
状

に
並
ん
で
残
さ
れ
て
い
る
。 

 

恐
竜
絶
滅
の
再
来
と
い
う
べ
き
彗
星
の
大
衝
突

が
今
年
七
月
二
〇
日
、
土
用
の
丑
の
日
を
中
心
に
太

陽
系
で
起
こ
る
と
予
告
さ
れ
て
い
る
。
『
シ
ュ-

メ-

カ-

・
レ
ビ-

９
彗
星
』
と
い
う
、
二
〇
個
に
分
か
れ

た
彗
星
が
数
珠

（じ
ゅ
ず
）
繋
が
り
に
連
な

っ
て
木

星
に
次
々
と
落
下
す
る
。
一
番
大
き
な
も
の
は
、
か

つ
て
の
大
隕
石
の
半
分
ほ
ど
の
大
き
さ
と
な
る
。
木

星
は
赤
い
目
の
よ
う
な
大
赤
斑
を
持
つ
、
マ
イ
ナ
ス

百
数
十
度
の
厚
い
大
気
で
覆
わ
れ
た
酷
寒
の
世
界

と
な

っ
て
い
る
。
そ
の
木
星
に
彗
星
が
接
近
す
る
に

つ
れ
オ-

ロ
ラ
が
輝
き
、
落
下
と
と
も
に
大
爆
発
が

起
こ
る
と
想
像
さ
れ
て
い
る
。
他
の
星
な
が
ら
興
味

に
尽
き
な
い
。 
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） 


